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高齢者運転者は出会い頭事故が多い

65歳以上の高齢者は、64歳以
下と比べて、出会い頭事故の
構成割合が高くなっていま
す。

交通事故総合分析センター：イタルダ
インフォメーション, 119,2016
※2013～2015年のデータ
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高齢になるほど、出会い頭での死亡事故が
増える

豊田市での過去5年間の事故をみる
と、出会い頭による死亡事故は64歳
以下では0％であるのに対して、65
～74歳で17％、75歳以上で27％を占
めるなど、高齢になるに従い、その
割合が急増することがうかがえま
す。
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中でも信号機なし交差点での割合が高い

高齢運転者の出会い頭事故の発生場所は
「信号機なし交差点」が圧倒的に多く、
豊田市では全体の78％を占めています。

※なお、2014～2018年に豊田市で発生し
た高齢者の出会い頭による死亡事故（5
件）はすべて無信号交差点で発生してい
ます。
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特に「発進時」の出会い頭事故割合が高く
なる

交通事故総合分析センター：イタルダインフォメーション, 119,2016
※2013～2015年のデータ（信号機なし交差点）

高齢になるに従い、一時停止後の「発進
時」に出会い頭で事故になる割合が高く
なっています。

高齢者の信号なし交差点での
出会い頭事故の発生ポイント（全国）
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交差点付近での水平方向の視認が少ない

出会い頭事故が多い交差点（名古屋市中川区
小塚町）での高齢運転者の視線挙動をヘッド
マウントディスプレイを用いて計測しまし
た。

高齢運転者は、停車直前や停車後の発進時
（交差点通過）に水平方向（優先道路の方
向）の視線移動距離が短くなっていました。

豊田都市交通研究所（2020）空間認知特性に着眼した高齢運転者が加害者となる出会い頭事故対策に関する応用的研究

■水平方向の視線移動量の推移
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特に鋭角側の視認がされない

水平方向の視認が少ない時間帯の注視点の位
置をみると、高齢運転者は交差点の接続角度
が鋭角になっている側の視認がほとんどみら
れませんでした。

豊田都市交通研究所（2020）空間認知特性に着眼した高齢運転者が加害者となる出会い頭事故対策に関する応用的研究

高齢運転者 非高齢運転者
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主原因は身体機能（柔軟性・瞬発力）の低下

高齢になるに従い、様々な身体機能が低下し
ますが、中でも60歳以降の柔軟性や瞬発力の
低下は顕著です。

無信号交差点では、信号交差点以上に周辺状
況の情報を短時間に収集する必要がありま
す。しかし、高齢運転者は柔軟性や瞬発力の
低下等があるため、瞬時に身体をひねった
り、乗り出したりして確認するなどが困難で
あることが予想されます。

特に交差点の接続角度が鋭角になっている
と、視認すべき範囲が広範になることから、
意識的もしくは無意識に確認がおろそかにな
る可能性があります。

佐藤眞一他（2014）老いのこころ，有斐閣アルマ
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市内の主な鋭角/鈍角の無信号交差点
※5枝以上交差点（側道との合流地点含む）。4枝以下での該当交差点は追加調査が必要
※市全域で、60地点（ArcGIS Geo Suite 詳細地図2018中部より作成）
※下記60地点での過去6年間（2012-2017年）での出会い頭事故は25件で1箇所当たり0.42件と全交差点での値（0.09件）の4.7倍
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提案1：低負荷で情報収集できるデバイス
の設置
高齢運転者が柔軟性等の低下のため、身体をひねっ
たり、乗り出したりして確認するなどが困難である
とするならば、基本的には鋭角/鈍角交差点におい
てそのような身体の負荷をかけずに情報を収集でき
るような対策を講じることが有効と考えます。

交差点改良は本質的対策になりますが、他にも高齢
運転者が無理なく鋭角側の状況を視認できるような
デバイスの設置、例えば、カーブミラー等の設置が
あります。ただし、この際、視認可能範囲の限界を
踏まえた調整は不可欠と考えています。

他にもＩＣＴの技術を用いて車両接近を伝える情報
板の開発・設置するなども考えられます。ただし、
この際、交通量の比較的多い無信号交差点を前提と
するなどの検討が必要と考えています。

カーブミラーの設置

情報提供板（センサーシグナル）

株式会社キクテック
https://www.kictec.co.jp/product/sensor-signal.php/
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提案2：運転「避けよう」マップの作成

高齢運転者が柔軟性の低下等のため、身体をひねったり、
乗り出したりして確認するなどが困難であるとするなら
ば、「ちゃんと周囲の確認をしましょう」といったような
教育は、「したいけどできない」といったことが根底にあ
るため、その効果は限定的になることが予想されます。

しかし、そのような道路構造となっている箇所について、
運転危険箇所として情報提供し、その場所を避けた運転を
してもらうといった対策の有効性はあると考えます。

研究所が保有するデジタル道路地図を用いることで、該当
箇所を示したマップを作成・配布できますし、将来的には
「高齢者モード」のような提供ルートのアルゴリズムをナ
ビメーカーと共同開発したり、Google Map等への実装・
配布を目指すなども考えられます。

危険箇所マップの作成

Google Mapの運転モード
https://appllio.com/how-to-use-google-map-car-navigation
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提案3：身体機能を高める「安全運転エク
ササイズ」の推進

加齢は一般的には身体機能を低下させます
が、実は適切なトレーニングをすることで、
その低下を抑えるだけでなく、機能の向上に
つながることが知られています。

例えば、筋力トレーニングによって高齢で
あっても敏捷性と反応時間（瞬発力）の向上
が期待できるといった報告1）や、筋力トレー
ニングを主とした高齢者運動教室によって敏
捷性や柔軟性の向上がみられたといった報告
2）があります。

このような科学的な知見をベースとした「安
全運転エクササイズ」のような取り組みを進
めていくことを提案します。

1）山本 圭彦, 坂光 徹彦, 宮﨑 孝拡, 他：高齢者に対する筋力トレーニングの敏捷性と反応時間への効果, 理学療法学Supplement, Vol.36 Suppl. No.2, 2009
2）里見 和子, 今野 佳代子, 相沢 潤, 他：筋力トレーニングを主とした高齢者運動教室の効果について, 総合健診, 32巻, 2号, 2005, pp.225-229

2）

2）



13

提案4：身体機能の低下に気づく「運転の
ための定期健診」の更なる推進

ここで、最も重要なことは、高齢者が自身の身体機能が
低下しており、それが特に出会い頭事故の危険性を高め
ることに繋がっていることを自覚する機会を設けるとい
うことと考えます。

それは、この「気づき」が先のエクササイズの実施な
ど、「改善」のための力強いモチベーションにつながる
ためです。高齢者講習はその一つの重要な役割を担って
いると考えますが、身体機能の変化は個人差が大きく、
免許更新の間に大きく低下していく場合も予想されま
す。

高齢者講習のような運転技能チェックの場と併せて、自
身の身体機能をはかる「運転のための定期検診」のよう
なものを気軽に行えるような場を各地域と連携しながら
推進していくことを提案します。
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各提案の連携イメージ

提案 連携したい主体（関係課） 備考

提案1：低負荷で情報収集できるデ
バイスの設置

○交通安全防犯課 ・デバイス設置・開発・実証検討

提案2：運転「避けよう」マップの
作成

○交通安全防犯課
・マップ作成の調整、ナビ開発・導入に

向けた企業等との連携検討

提案3：身体機能を高める「安全運
転エクササイズ」の推進

○地域保健課
○地域支援課

・介護予防・健康づくり教室 「元気
アップ事業」や「ヘルスサポートリー
ダー」とのタイアップ

・支所と連携した地域での取り組み推進

提案4：身体機能の低下に気づく
「運転のための定期健診」
の更なる推進

○交通安全防犯課
○地域支援課

・「シニアのための運転技術講習会」と
のタイアップ

・支所と連携した地域での取り組み推進


